
担い手の育成・確保

中部農業事務所 伊勢崎地区農業指導センター

計画年度 平成２７～２９年度



１ 課題設定の背景及び理由

2

親元就農

内 訳

新規参入 雇用就農
即就農 研修後

就農
Ｕターン

Ｈ２４ １０ ３ ２ ５ ６ ３

Ｈ２５ １４ ０ ２ １２ ０ ７

Ｈ２６ １３ ３ １ ９ ０ ５

就農形態と年次別新規就農者数（４５歳以下）

（１）就農形態が多様化している



3

【理由】

就農希望者が農業者になるために・・・

新規就農者が５年後、１０年後も営農を続けるには・・・

地域ぐるみでの定着支援が求められている
就農の意欲と能力を兼ね備える事が大事

【背景】

Ｕターンや新規参入、雇用就農の増加

就農希望者の増加

相談窓口の認知度があがった
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（２）女性農業者の育成

【背景】

女性が農業就業人口の過半数を占めている

若手女性農業者が孤立化している

【理由】

女性農業者の役割の高まり、活躍への期待

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

家族経営協定締結数（戸） １５４ １５８ １６９

女性認定農業者数（戸）
（共同申請含む）

６ ６ ８



２ 主な推進課題と解決手法

（１）地域ぐるみでの就農支援
ア 就農促進

就農相談 ワンストップ窓口

担い手協で情報共有

イ 定着支援

新規就農者の集い

農業基礎講座 担い手協で応援

重点的な支援

（２）農業青年の組織活動支援
ア プロジェクト活動
イ 新規就農者の加入促進 仲間づくり
ウ 研修会の開催 意欲と能力の向上
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（３）男女共同参画活動の支援

ア 農村女性会議の活動支援

農村女性組織９団体の連携、資質向上

イ 家族経営協定締結の推進

女性農業者の役割の明確化

（４）若手女性農業者の掘り起こしと育成
ア 女性農業者の交流会

イ 育成セミナーの開催

6

経営と社会参画意識の向上



３ 到達目標（目標年次の姿）

項 目 年 次
Ｈ２６
（現状）

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

新規就農者数（人）
＊４５歳未満

１８ ２０ ２０ ２０

新規就農者定着率（％）
＊就農５年目、４５歳未満

８１ ８５ ９０ ９５

家族経営協定締結数（戸） １６２ １６６ １７０ １７４

若手女性農業者ネットワーク数 ０ ０ ０ １
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【ワンストップ窓口】

相談を受けた機関が、農業関係機関に情報提供を行い

共有化する。

就農が具体化したら、相談会を開催

8

就農希望者

相談会の開催

伊勢崎市・玉村町

農業委員会

ＪＡ

農業指導センター

就農相談窓口
意欲・能力の確認

相談カード
の共有化

相談

担い手協
就 農 前

４ 活動経過及び結果

（１）地域ぐるみの就農支援

体験

研修



関係機関と就農希望者

との面談

•就農意欲・能力の再確認

•就農・営農計画への助言

•農地の情報提供

•就農資金の相談

9

農業指導センター

伊勢崎市・玉村町

農業委員会

JA佐波伊勢崎

研修先の紹介
就農計画作成支援
栽培技術支援

就農認定
農地の利用権設定

農業委員をサポーターに。
農地の斡旋

営農販売支援
資金・生産資材の相談

就 農 相 談 会 関係機関の役割



ア 新規就農者の集い

目的 新規就農者への激励・応援

内容 首長より激励、先輩農業者の視察

農業経営士からのアドバイス

４ＨＣやＪＡ青年部の活動紹介や加入促進

農業施策等の紹介

10先輩農業者の視察 新規就農者の集い

就農後



イ 農業基礎講座の開催（全６回）

目的 基礎的な知識・技術の習得

内容

○農地の取得・貸借の仕方

○土壌・肥料の基礎知識

○野菜栽培の基礎

○農薬の適正使用

○農作業安全・農業機械の操作

○農業経営管理・流通の仕組み

実習（ホウレンソウのは種）

実習（農業機械操作） 11



（２）新規就農者の定着支援

ア 新規就農者を重点的にフォローアップ

営農支援カルテを活用した課題解決で定着支援

（給付金受給者、資金借受者等）
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Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 実人数

重点指導対象農家 １４ １５ １４ ２０

農業次世代人材投資資金
（青年就農給付金）活用者

１４ １５ １０ １８

重点支援農家の状況



重点支援農家の営農支援カルテ
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農林水産省ＨＰに掲載された優良事例農家
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(３）農業青年の組織活動支援

ア 目的 活動をとおしての仲間づくり
仲間や先輩との情報交換や研修会

イ 内容 新規就農者との交流会
基礎技術の習得
（土壌分析、土壌調査、土壌肥料の基礎）
先輩農家（農業経営士・先進農家）の訪問研修
情報交換
実績発表会への参加

先輩農家訪問 15



（４）男女共同参画活動の支援

ア 農村女性会議の活動支援

目的 農村女性の社会参画の推進

農村女性組織９団体の連携

内容 農政講演会

優良事例研修会

視察研修会
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佐波伊勢崎農村女性会議体制図



Ｈ２８ 女性農業者優良事例研修会
「私の歩んできた道～農家の嫁から
地域を変える女性農業者へ」
講師 埼玉県 女性農業委員

Ｈ２９ 農政講演会
「新しい農業委員制度について」
講師 群馬県農業会議
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イ 家族経営協定の推進

家族経営協定の事例研究

家族経営協定の締結支援

19

視察研修会
「家族経営協定の取り組みについて」
視察先 みなかみ町
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（５）若手女性農業者の育成

ア 農業女子交流会の開催

目的 交流の場を提供して若手女性農業者の掘り起こしと
ネットワークづくりを推進

内容 農業に意欲的に取り組む若手女性農業者の活動事例を紹介

農業女子情報交換 フラワーアレンジメント



イ 農業女子フレッシュセミナーの開催

目的 若手女性農業者の経営参画・社会参画を促進する

内容 農作業安全・農業機械操作
農業簿記の基礎
農産加工技術の伝承
認定農業者・家族経営協定等
知識と技術を高める

ハウス内での安全なトラクター操作実習 農産加工技術の伝承 21



目標項目と活動実績
年次 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

項 目 （現状） （目標） （実績） （目標） （実績） （目標） （実績）

新規就農者数（人）
※４５歳未満

１８ ２０ ２０ ２２
［２０］

１８ ２２
［２０］

２４

新規就農者定着率（％）
※就農５年目、４５歳未満

８１ ８５ ７０ ９０ ７０ ９５ ７５

若手女性農業者ネット
ワーク数

０ ０ ０ ０ ０ １ ０

家族経営協定数（戸） 162 166 169 173
［170］

178 182
［174］

180

22



５ 残された課題と今後の対応

（１） 地域ぐるみの就農促進

担い手協を核にすすめることを継続していく

（２） 新規就農者の定着支援

ア 地域になじむことが重要

イ 農業青年組織の加入は地域になじむ近道

ウ 農業経営士や農業委員をサポーターに加えた体制を整備

エ 重点指導を効率的、効果的にすすめる。
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（３） 男女共同参画の推進
農村女性会議を核として、活動支援を継続し、

女性パワーを結集して男女共同参画を進めていく。

（４） 若手女性農業者の育成
若手女性農業者の孤立化にブレーキをかけることができた。

今後は点を線、面に結びつけていく。

24
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